
1／１

汚染水対策スケジュール

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野
２０１６／５／２６

24 1 8 15 22 29 1 5 12 下 上 中 下 前 後

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・設備点検（Ａ系統）
　・処理運転（B・C系統）
（予定）
　・処理運転（Ａ・B・Ｃ系統）

【多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A・Ｂ・C系統）
（予定）
　・処理運転（A・Ｂ・C系統）

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理停止（処理水の状況に応じて間欠運転実施）

処理対象水及びタンクのインサービスの状況により、処理
運転または処理停止

・Ａ系統：運転中※
・Ｂ系統：運転中※
・Ｃ系統：運転中※
※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

・A系統：運転中※
・B系統：運転中※
・C系統：運転中※
※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止
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サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

現
場
作
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分
野

名

【サブドレン浄化設備】
（実績・予定）
　・処理運転

括
り 作業内容 これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定 ６月 ７月 ８月 備考４月 ５月

滞
留
水
移
送
分
野

主トレンチ（海水配
管トレンチ）他の汚
染水処理

Ｈ４エリアＮｏ．５
タンクからの漏えい
対策

処理水受タンク増設

陸側遮水壁

浄化設備等

中
長
期
課
題

１号機タービン建屋
滞留水処理

現
場
作
業

検
討

設
計

○２号機トレンチ
・立坑Ｃ：2015.9.17～水位等監視中

（実績・予定）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）立坑部監視（２号立坑Ｃ）
　・地下水移送（１－２号取水口間）（２－３号取水口間）

現
場
作
業

2016年3月31日付　一部使用承認(24基)
(原規規発第16033122号）
・使用前検査終了（8/24基）

2016年4月8日付　一部使用承認(9基)
(原規規発第1604088号）
・使用前検査終了（9/9基）

2015年10月1日　H2エリアにおける濃縮廃液貯槽の撤
去等について実施計画変更認可（原規規発第1510011
号）

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変
更認可（原規規発第1603303号）
海側・北側一部・山側部分先行凍結開始（2016.3.31）

（実績）
　・追加設置検討（Jエリア造成・排水路検討、タンク配置）
　・Ｊ７エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ８エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ３エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ１フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ１エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（水移送、残水処理、ブルータンク撤去）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（タンク解体、地盤改良、タンク基礎構
築）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理、タンク解体）
（予定）
　・追加設置検討
　・Ｈ１フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ１エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ８エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ３エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（水移送、残水処理、ブルータンク撤去）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理、タンク解体）

（実績・予定）
・フランジタンク底板補修，汚染の拡散状況把握

（実績）
・海側・北側一部・山側部分先行凍結
（予定）
・海側・北側一部・山側部分先行凍結

フランジタンクＨ９エリア
タンク底板補修開始（2016.2.8～）
２基目補修完了（2016.4.26）

2016年4月8日付　一部使用承認(12基)
(原規規発第1604087号）
・使用前検査終了（4/12基）

2015年12月14日　H4エリアにおけるRO濃縮水貯槽の
撤去等について実施計画認可（原規規発第1512148号）
・解体完了（16/56基）

以下に2016年5月26日時点進捗を記載

2015年9月17日付　一部使用承認(42基)
(原規規発第1509171号）
・使用前検査終了（42/42基）

（実績・予定）
　・滞留水移送装置（残水）設置検討
　・１号機T/Bダスト濃度測定

検
討

設
計

現
場
作
業

モニタリング

主トレンチ（海水配管トレンチ２号機）

２号機凍結運転

地下水移送（１－２号機取水口間，２－３号機取水口間)

処理運転

フランジタンク底板補修Ｈ９（5基）タンク底板補修

タンク追加設置設計

H1エリアタンク設置（リプレース76,860t)

H2エリアタンク設置

H2ブルータンクリプレース準備 水移送，残水処理

H4エリアタンク設置

H2ブルータンク撤去

H4フランジタンクリプレース準備、残水処理

J7エリアタンク設置(50,400t)

H1フランジタンクリプレース準備 地盤改良，タンク基礎構築

H2ブルータンクリプレース準備 地盤改良，タンク基礎構築

H1エリア タンク設置

H4エリアタンク解体作業

J8エリア タンク設置

K3エリア タンク設置

海側・北側一部・山側部分先行凍結

H2フランジタンクリプレース準備 地盤改良、タンク基礎構築

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理停止（処理水の状況に応じて間欠運転実施）

Ａ系 設備点検停止

Ｂ系 設備処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

▲700t

（▽2,800t）

▲2,400t
使用前検査実績&予定の追加

Ｂ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 設備処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

▲4,880t

▲1,400t

移送設備追設

干渉物撤去範囲・線量低減方法・施工方法・設備仕様等検討

移送設備追設

干渉物撤去

１号機T/B ダスト濃度測定／評価

項目新規追加

▲4,480t （▽4,480t）

▽３基目完了



平成２８年５月３１日 
東京電力ホールディングス（株） 

 
福島第一原子力発電所 雨水処理設備 運転状況および堰内雨水状況 

（平成２８年５月２４日～平成２８年５月３０日） 
 
堰内に溜まった雨水とタンク等に貯水している雨水の処理実績および堰内雨水状況は以

下の通り。 
 
・ モバイル RO 膜装置処理量          220t（総処理量：32,350t） 

・ 淡水化処理 RO 膜装置処理量      110t（総処理量：23,560t） 

・ 1,000t ノッチタンク群貯水量     230t（先週比：0t） 

           （１ブロック：0t、2 ブロック：0t、3 ブロック：230t） 

  

以 上 
 



1,000t ノッチタンク 受入・払出実績（H28/4/1 時点の貯蔵量：430t） 

 受入 払出 
H28/4/13  3 号 T/B ▲100t 

H28/4/14  3 号 T/B ▲100t 

H28/4/15  3 号 T/B ▲100t 

H28/5/11 3000t ノッチタンク解体に伴うタンク

内の残水 ＋20t ※1 

 

H28/5/12 3000t ノッチタンク解体に伴うタンク

内の残水 ＋20t ※1 

 

H28/5/16 雨水処理装置 ＋30t ※2  

H28/5/17 雨水処理装置 ＋30t ※2  
※1 放射性物質濃度 Cs134:54Bq/L、Cs137:33Bq/L、全ﾍﾞｰﾀ：50,490Bq/L、ﾄﾘﾁｳﾑ:2,556Bq/L 

※2 放射性物質濃度 Cs134:17Bq/L、Cs137:107Bq/L、全ﾍﾞｰﾀ：63,520Bq/L、ﾄﾘﾁｳﾑ:105Bq/L 



 

堰内雨水状況 

  堰内雨水 堰内雨水 
貯蔵水   5/23 現在 5/30 現在 

  cm cm 

H8 北 4 3 Sr 処理水等 

H8 南 3 2 Sr 処理水等 

H9 1 1 淡水 

H9 西 2 3 淡水 

E 0 0 Sr 処理水/濃縮塩水 

D 1 1 Sr 処理水/濃縮塩水 

K1 北 0 0 多核種除去設備処理済水 

k1 南 0 1 Sr 処理水等 

Ｋ2 2 2 Sr 処理水等 

H1 0 0 多核種除去設備処理済水 

     
Ｊ3 1 1 多核種除去設備処理済水 

Ｊ4 1 0 多核種除去設備処理済水 

J5 10 13 多核種除去設備処理済水 

Ｊ6 東 0 0 多核種除去設備処理済水 

Ｊ6 西 0 0 多核種除去設備処理済水 

     
H5 2 2 Sr 処理水等/濃縮塩水 

C 西 1 1 Sr 処理水等 

C 東 2 2 Sr 処理水等 

H2 北 0 0 濃縮塩水 

H4 6 5 濃縮塩水 

H3 0 0 濃縮塩水 

H4 北 2 5 濃縮塩水 

H4 東 4 4 濃縮塩水 

H6 3 2 濃縮塩水 

     
B 北/南 9 8 淡水 

     
G3 東 1 1 多核種除去設備処理済水 

G3 西 4 4 
多核種除去設備処理済水/ 

Sr 処理水等 

G3 北 4 2 Sr 処理水等 

G4 北 3 3 多核種除去設備処理済水 

G4 南 0 0 Sr 処理水等 

G5 4 4 多核種除去設備処理済水 

     
G6 北 3 2 Sr 処理水等 

G6 南 3 2 Sr 処理水等 

G7 0 1 多核種除去設備処理済水 

J1 東 4 4 多核種除去設備処理済水/  

Sr 処理水等 

J1 中 11 12 多核種除去設備処理済水 

J1 西 4 4 多核種除去設備処理済水 

Ｊ2 1 3 多核種除去設備処理済水 

Ｊ7 1 2 多核種除去設備処理済水 

K3 1 1 多核種除去設備処理済水 

J8 1 1 多核種除去設備処理済水 

H1 東 1 2 多核種除去設備処理済水 
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HIC上澄み水の抜き取り実績及び溜まり水の点検状況報告

HIC上澄み水の抜取り（6／2現在）
HIC内の液位上昇は継続的に発生することから，緊急対応用としての簡易
水抜き装置による上澄み水の抜取りを実施中。

使用済みセシウム吸着塔一時保管施設（第二施設）及び（第三施設）に
保管中のHICの上澄み水の抜取り状況は以下の通り。

• 第二施設：292基※の抜取りを実施済み【5/26時点から＋0基】

• 第三施設：66基※の抜取りを実施済み【5/26時点から＋2基】

※水抜き優先度が高いスラリー（炭酸塩沈殿）用HICのうち、
受入れ量低減の設定変更実施前に使用済みセシウム吸着塔一時
保管施設に収容したHICの数は以下の通り。

・第二施設：481基 （6/3現在）
・第三施設：559基 （6/3現在）

HIC溜まり水の点検状況
5/26から6/1に第二施設及び第三施設に保管中のHICに溜まり水が発
生しているか目視確認を行なった。

新たに溜まり水（HICから外部に溢れた水）は発見されなかった。
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Ｇ１タンク水移送（試移送）について

2016/6/3

1無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社
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１．実施概要

2無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

１．目的

Ｇ１タンクの水抜きについては、鋼製円筒型タンク等の残水移送と違い水中ポンプではなく、空気

での圧送を行う。今回行う水移送の方法は初めて行うことから、試移送での状況（移送可否・移送

量等）を確認するものです。

（１）Ｇ1タンク水抜きについて

・Ｇ１エリアのタンクリプレースには、埋設Ｇ1タンクの撤去が必要

・Ｇ１タンク１００基中７２基に約９０％の残水あり（約６３００ｍ３）

残水：ＲＯ処理水（全β 6.45×10²Bq/cc）

・全量移送の前準備として、Ｇ1タンク１基ついて水移送（試移送）を行う。

（２）G１タンク水移送（試移送）

・Ｇ１－Ｆ－１０タンクから、空気による加圧により、３ｍ３鋼製仮設プールを介しＧ３（北）－H

２タンクへ水移送を行う。（移送量 約７０～８０ｍ３）

・移送については耐圧ホース使用して行うため、耐圧ホース運用管理ガイドに則り行うこととする。

・不備を確認した場合、緊急停止できるように移送は監視員がいる場合のみ行う。

・今回行う水移送は３ｍ３鋼製仮設プールまで空気での圧送のため、移送距離が長いと移送ができな

い恐れがある。このため、Ｇ３（北）タンクエリア堰内での設置ができないことからＧ１エリア

に３ｍ３鋼製仮設プールを設置する。３ｍ３鋼製仮設プールの下に漏えい拡大防止用の受けパンを

設置する。
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２．Ｇ1タンク水移送概略図

3無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

G3（北）－H2タンク 3m3鋼板仮設プール Ｇ１－Ｆ－１０
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３．配置図

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 4

Ｇ１

Ｇ３(北）

G1-F-10

P

G3-H3

G3-H4 G3-H5 G3-H6

G3-H1G3-H2

 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ  仮設タンク 
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４．Ｇ１タンク水移送スケジュール

5無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

４月 ５月 ６月

準備

水移送（６／６～８）

安全事前評価

Ｍ／Ｕ治具製作

全量移送については、今後
計画する
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Ｇ６タンクエリア移送配管からの
ストロンチウム処理水の滴下事象について

1無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

（ご質問の回答）

2016年 ６月 ３日

東京電力ホールディングス株式会社



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved.

ご質問の回答

2
無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

＜ご質問＞

当時の施工時に実施した気圧漏えい検査において、検査時の気圧を、運転圧
の０．７５ＭＰａより低い０．３ＭＰａに設定したとしているが、運転圧未満
の気圧で検査を行うことの適切性を説明すること

※「機械設備工事必携 工事管理記録（日本下水道事業団編著）」によれば、「水圧試験は必要に応じ
て空気圧試験に代用できること」、「空気圧試験での代用時は水圧試験圧力の３０％で実施すること」
とされている。

施工時（平成２５年５月）の耐圧漏えい試験は、空気圧により実施した
試験圧力；０．３ＭＰａ（最高使用圧力；約１ＭＰａ）

耐圧漏えい試験は、現在は水圧で実施しているが、かつて、水圧もしくは
空気圧のどちらかで実施していた時もあった

漏えい試験において、水圧を空気圧で代用する際、最高使用圧力の３０％
とすることは一般的に認識されている※
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タンクエリア本堰の設置進捗状況について

2016.06.03

東京電力ホールディングス株式会社
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【１F構内タンクエリア位置図】

Ｊ４

Ｊ３

Ｊ２

Ｊ５

Ｄ

Ｋ１

（北） （南）

Ｋ２

Ｊ６

入退域管理棟

Ｈ１
Ｊ７

Ｊ8

Ｋ３
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【J7，Ｊ８，Ｋ３タンクエリア 本堰工事進捗状況】

【Ｊ７，Ｊ８エリア】

2016/6/1 現在

【Ｋ３エリア】

：未着手

：施工中

凡 例

：堰Con打設完了

※1 各エリアの堰長については今後の設計等で変更となる場合があります。

※2 堰はコンクリートを打設した時点で堰完成長に含めます。

※3 進捗率(％) ＝ 今週までの実績長(m)／堰長(m)×100

ｴﾘｱ

堰長
※

１

(m)

堰完成長(m)
※２

進捗率(%)
※３

6/1実績

(m)

5/25実績

(m)

差分

(m)

（ ）内数値は前回

報告からの増分

Ｋ３ １６３ ６２ ６２ ０ ３８％（ 0）

J７ ２８０ ２０６ １８５ ２１ ７３％（ ７）

Ｊ８ １３８ ９５ ８５ １０ ６８％（ ７）

Ｊ７

Ｊ８

Ｋ３
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ｴﾘｱ
基数
(基)

堰長
(ｍ)

工種
平成26年度 平成27年度 平成28年度

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

Ｄ ４１ ２９３

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｋ１ ２２ ４４８

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｋ２ ２８ ３９５

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｋ３ １２ １６３

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ８ ９ １３８

タンク設置

基礎設置

堰設置

【タンク本堰設置工程（１）】

：災害発生に伴う作業中断期間

☆タンク完了

▼Ｋ１北本堰打設完了

☆タンク完了

▼本堰打設完了

▼
Ｋ１南本堰打設完了

K1北

樹脂被覆完了

※１）本堰設置工程は、現場状況、天候等により見直すことがあります。

※２）樹脂被覆は堰内表面が乾燥していることが条件であり天候の影響を受けるため、樹脂被覆工程については現場状況を適宜反映していきます。

▼本堰打設完了

一部補修

樹脂被覆完了

K1南

樹脂被覆完了

▼使用前検査：※３）

▼ K1北：使用前検査

▼使用前検査

※３）H27.9台風による降雨の影響、並びに樹脂被覆吹付け後の配管架台の補修に伴い樹脂被覆の再施工が必要となったため、使用前検査時期が４ヶ月程度遅延

K1南：使用前検査▼

樹脂被覆完了

本堰打設H28.7完了予定▼

樹脂被覆H28.9完了予定

樹脂被覆H28.9完了予定
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※３） J4エリアの樹脂被覆の施工はH1エリア完了以降になるため、H1エリアの工程延長によりJ4エリアの工程も１ヶ月程度延長します。
4

【タンク本堰設置工程（２）】
：災害発生に伴う作業中断期間

ｴﾘｱ
基数
(基)

堰長
(ｍ)

工種
平成26年度 平成27年度 H28年度

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ４ ５ 6 7

Ｊ２ ４２ ５７２

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ３ ２２ ３６３

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ４ ３２ ４９３

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ５ ３５ ３０5

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ６ ３８ ６１５

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｊ７ ４２ ２８０

タンク設置

基礎設置

堰設置

Ｈ１ ６３ ５２０

タンク設置

基礎設置

堰設置

☆タンク完了

▼本堰打設完了

☆タンク完了

▼本堰打設完了

▼本堰打設完了

タンク追加設置

☆タンク完了
Ｊ４北側（Ｊ５エリアと隣接するライン）のタンク設置工事

Ｊ６南側（Ｊ５エリアと隣接するライン）のタンク設置工事

樹脂被覆完了

樹脂被覆

～H28.8完了予定：※３）

☆タンク完了

▼本堰打設完了
樹脂被覆完了

☆タンク完了

本堰打設完了予定▼ 樹脂被覆：※１）

～H28.9完了予定

☆タンク完了

▼本堰打設完了
樹脂被覆完了

☆タンク完了

樹脂被覆：※２）
▼本堰打設完了

樹脂被覆完了

使用前検査

H28.9予定

▼使用前検査

▼使用前検査

▼使用前検査

使用前検査予定▼

※２） 配管架台設置工事の工程遅延、樹脂被覆の一部損傷箇所補修等を実施することより、樹脂被覆完了時期を１ヶ月程度延長します。

※１） タンク配管設備等との工事工程調整により、樹脂被覆の施工可能時期が確定したため、完了時期を変更しております。
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2号機海水配管トレンチの監視状況について

2016年 6月 3日

東京電力ホールディングス株式会社
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9/6-11 268mm
9/17-18  90mm
9/25-26  21mm
10/1-2   6mm
11/2  23mm
11/7-10  27mm
11/14-15  29mm
11/18-20  52mm
11/23-26  45mm
12/11  43mm
12/23-24  10mm
1/17-18  62mm
1/23-24   5mm
1/29-30  23mm
2/13-14   2mm
2/20-21  20mm
3/7   6mm
3/9   8mm
3/14   8mm
4/4  23mm
4/7  30mm
4/14  29mm
4/21-22   5mm
4/24   3mm
4/27-29  44mm
5/4  10mm
5/10-11  33mm
5/17  29mm
5/27   6mm
5/31   3mm

日付 流入量（m3/日） 日付 流入量（m3/日）
10/1 4 程度 2/5 0.1 程度
10/8 2 程度 2/12 0～0.1 程度
10/15 0.2 程度 2/19 0～0.2 程度
10/22 0.2 程度 2/26 0.4 程度
10/29 0.2 程度 3/4 0.2 程度
11/5 0.2 程度 3/11 0.2 程度
11/12 0.5 程度 3/18 0.2 程度
11/19 2 程度 3/25 0.1 程度
11/26 1 程度 4/1 0.1 程度
12/4 2 程度 4/8 1 程度
12/11 1 程度 4/15 1 程度
12/18 1 程度 4/22 2 程度
12/25 1 程度 4/29 3 程度
1/1 1 程度 5/6 4 程度
1/8 0.1 程度 5/13 4 程度
1/15 0.1 程度 5/20 4 程度
1/22 0.5 程度 5/27 3 程度
1/29 0～0.1 程度 6/1 4 程度

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 10/22 10/29 11/5 11/12 11/19 11/26 12/3 12/10 12/17 12/24 12/31 1/7 1/14 1/21 1/28 2/4 2/11 2/18 2/25 3/3 3/10 3/17 3/24 3/31 4/7 4/14 4/21 4/28 5/5 5/12 5/19 5/26 6/2

立坑Ｃへの流入状況

1

２号機海水配管トレンチの監視状況

立坑Ｃ内の水位が，水移送の目安とした水位（O.P.+2.5m）を超えた

ことから，9/24に水移送を実施。

11/27 に水移送（２回目）を実施。

2/17 に水移送（３回目）を実施。

6/1 時点での立坑内の水の増加量は，4m3/日程度。

9月～10月上旬頃までは，降雨による影響を受けていると考えられる。

２号T/B水位

立坑C北水位

雨量（日累計）

P

9/17 監視開始

O.P.+2.5m

9/24 採水
9/17 採水

10/1 採水

10/8 採水

10/15
採水

10/22
採水

立坑C水位（手動計測）

立坑C南水位（参考）

11/27 採水

11/27 採水

12/4 採水

12/11 採水

12/18 採水

9/24 水移送

11/27 水移送

12/24
採水

1/7
採水

＊2

*1) 11/5,12/17,3/10 実測値（手動計測）に基づき補正
*2) 12/7 立坑Ｃ北水位計取り換えを実施

流入量 0.1m3/日程度

（1/5～1/17）

1/14
採水

1/21
採水

1/28
採水

2/17
採水

2/17 水移送

2/25
採水

（参考）至近の累計雨量

3/3
採水

＊1

＊1

＊1

3/10
採水

3/17
採水

3/24
採水

3/31
採水

4/22 水移送

水位（O.P.+m） 雨量（mm）

4/13
採水

4/22
採水

4/28
採水

5/2 水移送

5/9
採水

5/12
採水

5/17
採水

5/17 水移送

4m3/日程度

5/30 水移送

5/24
採水
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2

【参考】２号機海水配管トレンチ立坑Ｃの水質分析結果（１／２）

立坑閉塞前（5/19）と比較し，各物質濃度は低下。

5/24の濃度は，監視開始時（9/17）と同等程度。

（※11/27は，移送後，ろ過水13.5m3を注水しながら再移送を実施し，移送前，移送後，及びろ過水注水・再移送後に，採水・水質分析を実施した。）

5/19

9/17
9/24

10/1
10/8

10/1510/22

11/27

12/4

12/11
12/18

12/24 1/7 1/141/211/28
2/17

2/25

立坑Ｃ

立坑Ｃ （Cs-134）

立坑Ｃ （Cs-137）

3/33/103/173/24 3/31 4/224/13 4/28 5/9 5/12
5/175/24
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3

【参考】２号機海水配管トレンチ立坑Ｃの水質分析結果（２／２）

（※11/27は，移送後，ろ過水13.5m3を注水しながら再移送を実施し，移送前，移送後，及びろ過水注水・再移送後に，採水・水質分析を実施した。）

立坑Ｃ

立坑Ｃ

2016年4月以降のトリチウム濃度については，分析待ち。

3/31

3/31

5/19

9/17

4/13 4/284/22 5/9
5/12

5/17 5/24
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4

【参考】 ２号機海水配管トレンチ 監視方針

2号海水配管トレンチ 水位・水質監視方針
立坑Ｂの残水処理完了後，立坑Cの観測孔を用いて，下記フローに基づき，タービン建屋との遮水性を継続的に
監視する。なお，凍結止水については，効果が確認されていることから，海側への漏えいリスク低減のため，当
面の間継続する。

START（N=0）

水位監視（1回/日）※２

水位上昇 設定水位※3以上

T/Bに水移送※１（O.P.+1.0mを目標に水位低減）
および採水・水質分析 （N=N+1）

遮水性は把握できたか

Yes

No

Yes

監視計画の見直し※４

【監視フロー】

0.3m

O.P.+1.4m
（充填高）

O.P.+0.8m
（無孔管高）

2T/Bに移送※１

O.P.+0.5m
（充填高）

水位計

（※１ 実施計画の認可を受けた本設ライン（ＰＥ管）にて移送）
（※２ 実施計画の監視頻度に合わせており，水位変化状況を踏まえ，必要に応じて見直す。）
（※３ 水位上昇状況等を踏まえて設定。監視開始時点ではO.P.+2.5mを目安とする。）
（※４ 現段階においては，採水・水質分析頻度の低減や閉塞の方針検討を予定）

No

N≧3

タービン建屋との遮水性の評価

No

Yes

2015.10.23面談資料に追記

【至近の実績】
９／４ 立坑B残水処理完了（地表まで充填完了）
９／１１ 立坑C分岐トレンチ閉塞完了
９／１７ 水移送，採水・水質分析，立坑C監視開始

【立坑Ｃ観測孔概略図】

6月上旬を目途に現状の評価状況について，ご報告予定。
【今後の予定】


